
別記様式

１　事業名等

３　住み慣れた地域で心豊かな人と文化を育むまちづくり 款 10

(3) 全国に誇れる自然教育・学習の推進 項 4

Ⅰ 自然教育・学習の推進 目 1

２　事業の概要

３　予算額・決算額

４　事業の実施状況

５　事業の評価

□ 適切に対応している

■ 概ね対応できている

□ ほとんど対応できていない

□ 十分に効果が得られている

■ ある程度の効果が得られている

□ 効果があまり得られていない

□ 期待した成果が得られている

■ 概ね期待した成果が得られている

□ 期待した成果があまり得られていない

６　今後の対応等

□ 拡充 ■ 継続 □ 縮小 □ 見直し □ 休廃止

有
効
性

期待された成果は得られたか

来館される方の反応も良いことや、地元の方々も
自分達の地域の大切な施設であることの意識醸
成が図られているため。

方　向　性

今後の対応

　関係団体と協議し魅力ある施設づくりに努めていきながら、一方で、町が所有する資料、詩碑保存会所有の資料、記
念館に寄託された資料等を整理し、こうした貴重な資料をどう活用していくかを検討していきたい。

必
要
性

社会情勢や町民のニーズの
変化に対応しているか

毎年展示替えを行い、魅力ある施設運営と来館者
にわかりやすい案内に努めているため。

効
率
性

投入した経費に見合った効果
が得られているか
（費用対効果は適正か）

自然散策と詩を読む会は、参加者が固定化しつつ
あり、テーマや実施内容を検討する必要性がある
ため。

1,645 決算額 1,533

備　考

開館期間：４月２５日～１１月１５日（お盆期間は除く）、毎週月曜休館
平成２６年度来館者数　　：　３４７人（※平成２５年度：４４７人）
平成２６年度展示テーマ　：　「丸山先生と岩根沢地域」
自然散策と詩を読む会：月１回の開催（４月～）

評価の視点（評価項目） 評価 評価の理由

事業目的
丸山薫記念館は、地域にゆかりのある詩人・丸山薫に関わる貴重な資料を展示し、その詩の世界に触れ親しむ
ことで、文学的要素はもちろん、自然教育の観点も含め町の魅力を広く知ってもらう施設として運営している。

事業内容

通常の運営業務は、記念館管理者協議会（岩根沢区）に業務委託を行い、施設管理や来館者対応を行ってい
る。
また、開館期間中月１回、自然散策と詩を読む会を実施し、施設周辺を散策し丸山薫の詩の世界に触れる事業
を展開している。

（単位：千円　千円未満切上げ）

当初予算額 1,645 補正額等 0 合計

施策体系 予
算
科
目

教育費

〔第６次西川町総合計画〕
社会教育費

社会教育総務費

事務事業点検・評価調書

事業名 丸山薫記念館の管理運営に要する経費
所管課

・係

生涯学習課

生涯学習係


